富山県山地帯におけるハナバチ相の生態的調査 by 根来 尚
富山市科学文化センター 研究報告第26号，pp､51-71；（2()0垂
富山県山地帯におけるハナバチ相の生態的調査＊
根来尚
富山市科学文化センター
〒939-8084富山市西中野町1-8-3：
WildBeeSurveysatThreeSitesintheMountainouszoneofToyamaPrefectuI｡e，
Hokuriku’Japan
HisashiNegoro
ToyamaScienceMuseum
l-8-31Nishinakano-machi，Toyama，939-8()84JAPAN
Thepresentpaperdealswiththeresultofwildbeesurvevsmadeatthreesltesof
themountalnouszoneinMt，TateyamareglonofToyamaPrefecmre，Hokuriku，Japan，
duringthebeeseasoninl994-1998Seventyeightspecies（1825individuals）ofbees
of6familieswerecollectedatBijo-daira,54species（699individuals）of6familiesat
Kurobe-koand48species（2138mdividuals）of6familiesatKobo・Halictidaewaspre‐
dominantinthenumberofsDeclesandofindividualsatBUo-dairaandKurobe-ko・
HalictidaewaspredominantinthenumberofmdividualsandAndrenidaeinthenumber
ofspeclesatKobo・About35％oftotalindividualswerecollectedonComposltaeat
Bijo-dairaandKurobe-ko,andabout55％oftotalindividualsonComposltaeatKobo．
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はじめに
筆者により，富山県内各地でのハナバチ相と近年，
生態的調査に関する報告がなされてきた（根来；1993’
'995,1997,1999,2000,2001a,200lb，2002)。今回
報告するものは，富山県東部立山地域の山地帯におい
て1994年から1998年に行なわれた調査結果である。
本文に入るにさきだち，植物の同定をいただいた富
山市科学文化センターの太田道人氏に，また，ムカシ
ハナバチ科の同定をいただいた鹿児島女子短期大学の
幾留秀一博士，ヒメハナバチ科・ﾉvb碗α”属個体の同
定をいただいた大野市の羽田義任氏に感謝申し上げる。
調査地および調査方法
1．調査地
立山美女平
立山美女平は，図lのように，富山県東部，北アル
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ブス立山連峰に連なる火砕流溶岩台地の末端部にある
標高約1,000mの高原で，一部植林されているがほと
んどはブナ・スギの天然林である。また，美女平は山
岳観光ルート，いわゆる立山黒部アルペンルートの自
動車道の起点であり，2車線の舗装車道が台地上を樹
林をぬって延びている。調査はこの舗装道路沿いに行
われた。
主な開花植物は，春から秋にかけて，フキ，オオタ
チツボスミレ，オオカメノキ，ナナカマド，タニウツ
ギ，ニガナ，ミヤマタムラソウ，トリアシショウマ，
エゾアジサイ，ミヤマトウバナ，ヒヨドリバナ，コウ
ゾリナ，ホツツジ，アザミ類，アキノキリンソウ，ゴ
マナ，ノコンギクなどがあげられる。表1に，約10km
離れた大山町有峰（標高1000m）の平均気温と降水量
の年変化を示しておく。
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黒部峡谷黒部湖
黒部湖は，図lのように，富山県東部，北アルプス
立山連峰と後立山連峰の間を流れる黒部峡谷に建設さ
れた黒部第四ダムによって造られた人工湖である。周
囲はブナ・ミズナラ林，クロベ林の急斜面であり，湖
面から数mないし十数m上方にほぼ水平に造られた遊
歩道・登山歩道がある。また，ダム下流側にも黒部j『
に下降する歩道がある。調査は，黒部西湖岸の遊歩道
とダム下流側黒部川東岸斜面の遊歩道上で行われた。
主な開花植物は，初夏から秋にかけて，ウワミズザク
ラ，ムラサキヤシオ，オオカメノキ，ミヤマニガイチ
ゴ，タニウツギ，イワシモツケ，ヤグルマソウ，クガ
イソウ，ヨツバヒヨドリ，ヤマハハコ，ノアザミ，ヒ
メジョオン，ノコンギク，ゴマナ，アキノキリンソウ，
サラシナショウマ，テンニンソウ，ゲンノショウコ，
キツリフネ，エゾリンドウなどがあげられる。
立山弘法
立山弘法は，図lのように，富山県東部北ｱﾙブ
尚
ス立山連峰の西に広がる火砕流・溶岩台地上の弥陀ヶ
原高原の西端に位置し，周囲はブナ林，オオシラビソ
林，ダケカンバ林であり，一部に湿性草原がある。台
地上にはいわゆる立山黒部アルペンルートの一部をな
す県道立山公園線（2車線の車道）がある。調査は，
県道立山公園線上の左右林縁部で行われた。
主な開花植物は，初夏から秋にかけて，バッコヤナ
ギ，タムシバ，フキ，セイヨウタンポポ，ムラサキヤ
シオ，オオカメノキ，イワカガミ，オオタチツボスミ
レ，ミズバショウ，ナナカマド，ミヤマニガイチゴ，
ゼンテイカ，ニガナ，タニウツギ，アカモノ，シロツ
メクサ，コウゾリナ，アキノキリンソウ，ヒメジョオ
ン，タテヤマウツボグサ，オオコメツツジ，ホツツジ､
ノアザミ，ウメバチソウ，ヤマハハコ，リョウブ，ヤ
マホタルブクロ，ゴマナ，ソバナ，ヤマブキショウマ，
クロバナヒキオコシ，ノコンギク，テンニンソウ，ゲ
ンノショウコ，オトコエシなどがあげられる。
図1調査地
表1大山町有峰（標高約1000m）の平均気温および降水量（小黒，1981》
月123456789101112
℃-4.3-4.1-2.46．110．113．918．819．915．59．43.3-2.皇
m、26417319315517322429424924520617919《
52
富山県山地帯におけるハナバチ相の生態的調査
2．調査方法
調査方法は，Sakagami，LarocaandMoure（1967）
および坂上，福田，川野（1974）等によって用いられ
た方法を用いた。詳しくは上記論文にゆずるが，簡単
にいえば「開花季節を通じ，定期的に開花植物から一
定時間，すべてのハナバチを採集する｡」ことである。
立山美女平
調査は，美女平駅前（図1A地点，標高1，000m）を
起点に，ブナ坂（図1B地点，標高1,150m）に至り，
往路を戻り美女平駅前を終点とした。歩行距離は約
3kmである。調査時間は，起点を8:30に出発し折り返
し点に11:30到着，30分の休憩の後12:00出発，終点に
14:00着の，計5時間である。調査日は以下に示す12
日で，5月から10月にかけ月の上旬と下旬2回の調査
をおこなった。調査日は，なるべく天候の良い日を選
ぶようにしたが，都合であまり良くない日に行なった
ときもある。調査を行なった年は夏期高温乾燥がつづ
いた。
なお，調査期間中夏に1度車道添いで草刈りがなさ
れた。また，当調査地にはニホンミツバチ，セイヨウ
ミツバチの2種のミツバチがみられるが，これらは採
集しなかった。
以下に，採集日と採集時間中の天候および最低・最
高気温を示す。
1994年
5月9日晴れl2-l4oCサクラ，フキ，タチツボス
ミレ，セイヨウタンポポ等開花。
5月23日晴れ18-19.5.Cオオカメノキ，クロモジ，
イワウチワ等開花。
6月6日晴れ後時々曇り17-18．Cナナカマド，タ
ニウツギ，チゴユリ，ニガナ等開花。
6月22日曇り後晴れ13－18．Cミズキ，クマイチゴ，
ミヤマタムラソウ，シロツメクサ等開花。
7月4日晴れ後雲り22-245｡C草刈り直後。クマ
ノミズキ，イタチハギ，ヒメジョオン，ゴゼンタチバ
ナ等開花。
7月21日晴れ後曇り245-26｡Cノリウツギ，アゾ
アジサイ，トリアシショウマ，ウマノアシガタ，ヒヨ
ドリバナ等開花。
8月6日晴れ時々曇り24-27｡Cリョウブ，ホツツ
ジ，タラ，シシウド，ウメバチソウ等開花。
8月23日曇り19-21｡Cヤマハギ，ヤブマオ，セン
ニンソウ，アキノキリンソウ，オトコエシ等開花。
9月3日曇り時々晴れ20-225｡Cヌスビトハギ，
ゴマナ，アザミ類等開花，ヤマハギ，ノコンギク，ア
キノキリンソウ等引き続き開花。
9月20日曇り後時々晴れ18-19｡C引き続きヤマハギ，
ノコンギク，アキノキリンソウ，アザミ類，テンニン
ソウ等開花。
10月3日晴れ時々曇りl45-l8oC引き続きノコン
ギク，アキノキリンソウ，アザミ類，ヒメジョオン，
ハクサンカメバヒキオコシ等開花。
10月19日曇り時々晴れ15-17s｡C引き続きノコン
ギク，アキノキリンソウ，アザミ類，ヒメジョオン，
コウゾリナ等開花。
黒部峡谷黒部湖
調査は，（1）遊覧船乗り場（図lC地点，標高1,450
m）からタンボ沢（図lD地点）までの往復，また
(Ⅱ）トロリーバス黒部駅から黒部川東岸斜面標高
1,350m地点までの往復（図LE地点，F地点）の2カ
所とした。歩行距離は計約3kmである。調査時間は，
（1）起点を9:00に出発しに11:00に帰着，（Ⅱ）12:00
に出発，終点に14:00着の，計4時間である。調査日
は以下に示す6日で，5月から10月にかけ月に1回の
調査をおこなった。
なお，調査期間中夏に1度遊歩道添いで草刈りがな
された。また，当調査地にはニホンミツバチがみられ
るが，これらは採集しなかった。
以下に，採集日と採集時間中の天候および最低・最
高気温を示す。
1998年
5月22日晴れ23-27°Cウワミズザクラ，ムラサ
キヤシオ，オオカメノキ，ウリハダカエデ，ミヤマニ
ガイチゴ等開花。
6月12日晴れ17-215°Cタニウツギ，クマノミ
ズキ，ヒロハツリバナ，イワシモツケ，ヤグルマソウ
等開花。
7月14日晴れ後時々曇り18-21°C草刈り直後。
クガイソウ，ヤマブキショウマ，ヨツバヒヨドリ，ヤ
マハハコ，ノアザミ，ヒメジョオン等開花。
8月25日晴れ時々曇り22-235.Cノコンギク，
ゴマナ，アキノキリンソウ，サラシナショウマ，テン
ニンソウ，リョウブ，ゲンノショウコ等開花。
9月14日晴れ22-23.5°Cキツリフネ，エゾリン
ドウ，ゴマナ，ノコンギク，ヤマハハコ等開花。
10月9日晴れl3-l45oCノコンギク，アキノキ
リンソウ，ゴマナ，ヤマハハコ，ケンノショウコ等開
花。
立山弘法
調査は，弘法バス停（図1．G地点，標高1,650m）か
ら滝見台（図1H地点，標高1,450m）までの往復と
した。歩行距離は約3kmである。調査時間は，起点
?』
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タニウツギ，ウラジロヨウラク，アカモノ，シロツメ
クサ等開花。
7月22日曇り時々晴れ21-22℃道路沿い草刈直
後。コウゾリナ，アキノキリンソウ，ヒメジョオン，
タテヤマウツボグサ，オオコメツツジ，ホツツジ，ノ
アザミ等開花。
8月11日曇り時々晴れ20-23°Cノリウツギ，ウ
メバチソウ，イワショウブ，シシウド，ヤマハハコ，
リョウブ，ヤマホタルブク口等開花。
8月19日晴れ後曇り215-225℃ゴマナ，オトギ
リソウ，イワアカバナ，ソバナ，ヤマブキショウマ，
ナガボノアカワレモコウ等開花。
9月10日晴れ後曇り165-19｡Cタラノキ，クロ
バナヒキオコシ，ノコンギク，テンニンソウ，ゲンノ
ショウコ等開花。
9月25日晴れ時々曇り12-16℃オトコエシ，ゴ
マナ，ノコンギク，アキノキリンソウ，ヤマハハコ，
ウメバチソウ等開花。
10月3日曇り時々晴れ9.5-11°Cノコンギク，ア
を9:30に出発し折り返し点に12:30到着，30分の休憩
の後13:00出発終点に15:00着の，計5時間である。調
査日は以下に示す10日で，5月から10月にかけ月に2
回の割合で調査をおこなった。
なお，調査期間中夏に1度車道添いで草刈りがなさ
れた。また，当調査地にはニホンミツバチがみられる
が，これらは採集しなかった。
以下に，採集日と採集時間中の天候および最低・最
高気温を示す。
1997年
5月18日曇り時々 晴れ12.5-17.5.Cバッコヤナギ，
タムシバ，フキ，ショウジョウバカマ，セイヨウタン
ポポ，ノウゴウイチゴ等開花。
6月7日晴れ時々曇り135-17.5.Cムラサキヤシ
オ，オオカメノキ，イワカガミ，オオタチツボスミレ，
ミヤマシキミ，ミズバショウ等開花。
6月17日晴れ19-21℃ナナカマド，ミヤマニガ
イチゴ，タテヤマリンドウ，マイズルソウ，ツマトリ
ソウ，オオバスノキ等開花。
7月1日晴れl8S-21oCゼンテイカ，ニガナ， キノキリンソウ，ヤマハハコ，オトコエシ等開花≦
結果および考察
1．ハナバチ相の組成
今回の調査で得られた全てのハナバチの種類名とそれらの個体数を以下に示す。
表2．ハナバチ類リスト
立山美女平
COLLETIDAE
LCo"eresにo"ereSノba6ajHirashimaetTadauchi
2c7:Ⅷ-6,2ケ．
2.鋤/αe"s（7VどsQp'“｡”ノg/o6"/a（Vachal）
42早10J:Ⅶ-21,29早3JぅⅧ-6,9早73皿-23,1早；Ⅸ-3,2早;Ⅸ-20,1早．
3.砂/αe"s（7VesQp'“QpjSノ〃”o〃Hirashima
2早:Ⅶ-21,l早;Ⅸ-3,1早．
4町/αe"s(Pajagjα”pα'α‘/"b'胴jslkudome
53:Ⅶ-4,33;Ⅶ-21,2ケ．
5.砂/αe"s（Pγ“Qp”s"6碗o""CO/αIkudome
l早1J:Ⅶ-21,131早．
HALICTIDAE
6L“iog/o“"碗に/e"o"o”αノ6/αc姉IC"jSakagamietMunakata
4早3田:V-23,1早ﾗⅧ-23,lc?;Ⅸ-3,2早1ケタⅨ-20,1早1c7．
7.Lasjog/OSS"加仏“jog/OSS"”ル”"'α"成（Vachal）
1J:Ⅷ-6,13.
8Lasiog/“s"加仏“jog/OSS""リ〃”o"jco/αSakagamietTadauchi
41早383:V-23,7早;Ⅵ-6,5早;Ⅵ-22,9早;Ⅶ-4,3早;Ⅶ-21,6早うⅧ-6,2早2J；Ⅷ-23,4早21ケラⅨ-3,2早7ケ;Ⅸ-20,2早4c7;X－3，
1早43．
9.Lasjog/o”"脚（Zasjog/“””e6me"α"""’SakagamietTadauchi
?〕
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2早1J:Ⅶ-4,l早；Ⅸ-20,l早;X-3,1硯
10.L“jogﾉo“""，(Z“jog/o”""2ノexj"ceps（Vachal）
108早l2cF:V-9,6早;V-23,16早;Ⅵ-6,23早うⅥ-22,37早§Ⅶ-4,11早;Ⅷ-6,1ケ;Ⅷ-23,2早53ﾗⅨ-3,2J;Ⅸ-20,4早13うX-3,8早3
3;X-19,1早．
llL“jog/O“"耐（Zasjog/O“‘""ﾉp'oxI碗α""'（Smith）
6早:V-23,3早；Ⅵ-6,3早．
12.Lasjog/"”加伍yy/αe"Sノ”''s""'（Vachal）
209早44J:V-23,2早；Ⅵ-6,2早;Ⅵ-22,l早;Ⅶ-4,7早;Ⅶ-21,93早;VⅢ-6,64早43;Ⅷ-23,4早13うⅨ-20,14早11ケ;X-3,22早18
3;X-19,10c7.
13.Lasjog/o”"加伍”/αe"Sノ‘加p/ex（DallaTolTe）
13早5J:V-23,4早；Ⅵ-6,1早ﾗⅦ-4,l早;Ⅶ-21,2早lゲラX-3,4ケ．
14L“jog/OSS""’値W/αe"Sノ〃”o"e"se（Hirashima）
203早115ケ:V-9,1早；V-23,5早;Ⅵ-6,4早;Ⅵ-22,76早；Ⅶ-4,82早;Ⅶ-21,5早うⅧ-6,24早383;Ⅷ-23,4早58J;Ⅸ-3,l6c7;Ⅸ-20.
3ケ;X-3,2早
l5Lasjog/OSS"'獅伍Vy/αe"Sノ6αﾉejcz！"，（Cockerell）
33早4ケ:V-9,s早;V-23,8早;Ⅵ-6,6早;Ⅵ-22,2早うⅦ-4,2早；Ⅶ-21,2早;Ⅷ-6,2早皿-23,33Ⅸ-20,4早;X-3,2早’＆
l6Lasjogﾉ“s"加伍W/αe"Sノ／αe"jo"e/"脚（Vachal）
3J:X-3；33.
17.L“jOg/Cs”"’伍沙/αe"SノS坊加αC"脚（Bluthgen）
1J:X-3；13．
18．L“jog/OSS""’値W/αe"コノ〃j”"e（Vachal）
2早lc7:Ⅶ-4,13;Ⅶ-21,2早．
19.Lasiog/o”"加伍WIae"sノ”ん""Z（Vachal）
23:Ⅶ-21,13;Ⅷ-23,13.
20.Lasjog/o”"加伍W/αe"Sノ〃α"Sp“"""’（Cockerell）
4早:Ⅵ-22,2早；Ⅶ-4,2早．
21Lasjog/“s"加伍Vy/αe"Sノα"o”/zｲ脚EbmeretSakagaml
5早:V-23,1早ﾗⅥ-6,l早;Ⅵ-22,1早ぅⅦ-21,2早．
22Lasjog/“s"加伍W/αe"Sノノo"g”cjesSakagamietTadauchi
4早:V-9,l早;V-23,l早;Ⅵ-6,2早．
23L“jog/“s"脚（E”/αe"Sノzz‘"αgaSakagamietTadauchi
22早2c7:V-9,l早；V-23,2早ﾗⅥ-6,3早；Ⅶ-4,9早ぅⅦ-21,1早2J;Ⅷ-6,3早；Ⅸ-20,3早．
24Lasjog/o”"胴（Evylaeus）spl
l早:V-23,1早
25.L“jog/o”"脚（Evylaeus）sp2
1早1ケ:Ⅵ-6,1早;Ⅷ-6,13.
26.Lasjog/OSS"'〃伍叩/αe”pro〃e"'α"c""'（Bluthgen）
83早3c?:V-9,2早;V-23,14早ﾗⅥ-6,33早ﾗⅥ-22,22早ﾗⅦ-4,4早ﾗⅦ-21,1早13うⅧ-6,1早2c7；Ⅷ-23,3早；Ⅸ-3,l早;Ⅸ-20,1早;X‐
3,1早
27.L“iog/o”"加伍呪αe"Sノv"j火g/α"c"版EbmeretSakagami,1994
27早343:V-23,l早；Ⅵ-6,6早;Ⅵ-22,1O早；Ⅶ-4,2早;Ⅶ-21,l早;Ⅷ-23,1早25J;Ⅸ-3,1早7c?;Ⅸ-20,5早2Ca
28.Lasjog/OSS"師（Evylaeus）sp3
5早13:V-23,3早;Ⅵ-6,l早；Ⅷ-6,1早；Ⅷ-23,1ケ．
29.助heco火skoikensisTsuneki
6早:V-9,3早；V-23,3早．
30.助力eco昨s脚α'妙α碗α""sTsuneki
?
尚根来
l早’J:Ⅵ-6,l早;Ⅷ-6,1c戸．
3Lゆんeco火ssj”""'"sSmith
3早:Ⅵ-6,3早．
32.5b力ecoCたssulciたraTsuneki
23:Ⅷ-6,1ゲラⅧ-23,13.
33.助ﾙeco火s〃”o"/c"sYasumatsuetHirashima
lJ:X-3；13．
ANDRENIDAE
344"‘かe"α“"〃e"αノbe"誠caHirashima
5早13:Ⅵ-6,5早1J、
35.4"のe"α似"‘かe"‘Iノかev油""scQpaHirashima
3早:V-23,l早；Ⅵ-6,2早．
36.A"”e"α似"”e"の／shjh”αjHirashima
l3:V-23,13.
37.4"”e"α“"”e"αノ加汝α”StrandetYasumatsu
2早l()c3:V-9,1早73;V-23,13；Ⅵ-6,1早23．
38A"”e"αにﾙﾉo'α"”e"〃肋"jhjAlfken
l早93:Ⅵ-6,1早93．
39．A"”e"α伍"α"”e"αノカe6“P6rez
l3早2部:V-9,11早2c?;V-23,2早．
40.A"”e"αィE"α"”e"αノrakacｶﾉﾙojHirashima
l早lc7:Ⅶ-21,13;Ⅷ-6,1早．
4LA"”e"α伍"α"”e"αノrogash〃TadauchietHirashima
l早13:Ⅷ-6,1早lc?、
42.A"”e"a（Gy"'"α"”e"‘IﾉP”"ho'αcjcaHirashima
2早1c?:V-23,1早1ケ;Ⅶ-4,1早．
43.4"”e"a（万○P/α"”e"αノα"“sﾙﾉ碗aeTadauchietHiIHopα"”e"αノα"な" Hirashima
SCF:V-9,53.
444"”e"a（円｡p/α"”e"αノ加加α脚“ojHirashima
4早23:Ⅵ-22,l早;Ⅷ-6,3早2硯
45.4"”e"α(刀op/α"”e"αﾉp'""ゆho'αHirashima
l早:Ⅷ-23,1早．
46.4"”e"α仏e"cα"”e"αノ〃cﾙ”伽jHirashima
l早:Ⅵ-22,1早．
47.4"‘かe"a（MIC'α"”e"qノかα“icaeHirashima
ll早:V-9,1早;Ⅵ-6,2早;Ⅵ-22,I早；Ⅶ-21,7早．
484"”e"a（Micrα"”e"αノルjk“α"αHirashima
l4早23:V-9,lcFぅV-23,2早13;Ⅵ-6,12早．
49.4"”e"α(〃I”α"”e"αノ“g”αHirashima
34早2J:V-9,1早lc?；V-23,1J;Ⅵ-6,31早;Ⅵ-22,2早．
50』"”e"a（Oreo碗e"s”ノ碗"αke"”Hirashima
2早5ケ:Ⅷ-6,1c?；Ⅸ-3,2早23ぅⅨ-20,2ca
5L4"”e"α侭/mα"”e"αﾉJﾉα脚“oTadauchietHirashima
7早2J:V-9,2早;Ⅵ-6,1早2部；Ⅵ-22,4早．
52A"”e"α侭re"o碗e/“αノ""αoj昨sSmith
l4早1c':Ⅵ-6,8早1J；Ⅵ-22,6早．
??
富山県山地帯におけるハナバチ相の生態的調査
53.Pα""噌z""s〃αw/b『"iCockerell
2早1J:Ⅵ-6,2早l畝
MEGACHILIDAE
54Mｾgac〃"e〃97'jseca（Kirby）
l早:Ⅷ-23,1早．
55.Mをgacﾙ"eな"畑ge"s応Cockerell
3早2J:Ⅸ-3,3早ぅX-3,23.
56.0s"?japedIc”"/sCockerell
2J:V-9,lc?;Ⅵ-6,13.
57.0s""α／αz〃"sSmith
l早1J:V-9,1ケ;V_23,1早．
ANTHOPHORIDAE
58.Ⅳひ腕α”esahjYasumatsuetHirashima
l早:X-3;l早・
59JVひ碗α”βαvogz‘"αrαﾉ叩o"e"sjsTsuneki
l早:Ⅶ-21,1早．
60.ﾉVりﾉ"α”g/"γα〃Tsuneki
2早93:V-9,4ケ;V-23,43ﾗⅥ-6,2早1㎡'、
61.Ⅳひﾉ"α”ルαえo"e"sjsCockerell
l3:V-23,1c7.
62.Ⅳひ"1α〔わ』“汝〃Yasumatsu
l3:Ⅷ-6,13.
63.Ⅳひ"1α叱加α“/流o"sSmith
l早13:Ⅵ-6,1ケラⅥ-22,1早．
64.Ⅳひ脚α”碗o"〃eﾉ･"αTsuneki
lJ:Ⅵ-22,13.
65.ﾊﾉひ碗α血pα"ze〃o”e""sTsuneki
l早:Ⅵ-6,1早．
66.ﾉVひ脚α”sheppα”"αok"bかaTsuneki
2J:Ⅵ-22,13;Ⅶ-4,13.
67.Nひ脚α”s力〃αk〃YasumatsuetHirashima
4早2J:V-23,2早1J;Ⅵ-6,2早13．
68.Ce”""α／Ceγα""α）“αk〃YasumatsuetCera a（ ”“αk〃YasumatsuetHirashima
4早63:V-9,3c7；V-23,33；Ⅷ-6,3早うⅨ-20,1早．
69Cera""a（Ceγα""αノ〃'egas"9脚αraYasumatsuetHHirashima
128早73㎡':V-9,3J;V-23,8早40J;Ⅵ-6,38早9c?;Ⅵ-22,2早;Ⅶ-4,8早33；Ⅶ-21,6早SCF;Ⅷ-6,39早43；VⅢ-23,3早2c7うⅨ-20
13早;X-3,11早7c?、
70Ce『α""αにera""〃”ノ”o"icaCockerell
7早:Ⅶ-4,5早;Ⅸ-20,l早；X-3,1早．
71幻/ocQpaaPPe刀成c"/"αc"c"脚voIα"sSmith
2J:V-23,13；Ⅵ-22,13．
APIDAE
72Bo脚6"s(Bo加加Sノ伽oc,"αﾉ”ocr〃P6rez
23早44940J:V-9,5早；V-23,4早；Ⅵ-6,9早;Ⅵ-22,1早9？;Ⅶ-4,1？うⅦ-21,187;Ⅷ-6,3？;Ⅷ-23,8？4J;Ⅸ-3,2ケ;Ⅸ-20,1
？43;X-3,2早4？16J；X-19,2早14J．
73βO脚6"S低O脚6"Sノ堰"""sSmith
57
根来尚
1？:Ⅷ-6,1？、
74BO脚”Sのjve芯06O脚6"Sノ戒ve応幽SJかe恋"SSmith
20早68930ケ:V-23,2早；Ⅵ-6,5早27;Ⅵ-22,11早287;Ⅶ-4,27；Ⅶ-21,47；Ⅷ-6,3？
3,9？63部;X-19,97243.
75βO脚"s（Mｾga6o脚6"SノCO"so6"""sw”e"6"噌jVogt
l早1？:Ⅵ-22,1早ﾗⅦ-4,1？．
76.Bo碗6"sイPW．o加加6"sノα7．火"s”火"sSmith
4早9？83:V-9,2早;V-23,2早;Ⅵ-6,17;Ⅵ-22,7？4ケ;Ⅶ-4,43うⅦ-21,1？、
77βO脚b"s(PWC加加6"Sノbeα"CO/αbeα"CO/a（Tkalci）
2早5？2J:V-9,1早ﾗⅥ-6,l早;Ⅶ-4,2？;Ⅶ-21,37;Ⅸ-20,1c7；X-3,13.
78βo"'6脚s〃ｿ’0γαCO加加6"Sノルo"sﾙ"e"”（Tkalci）
13早30？:V-23,4早;Ⅵ-22,9早9？;Ⅶ-4,97うⅦ-21,47;Ⅷ-6,5？ﾗⅨ-3,2？；Ⅸ-20,1？
;Ⅷ-23,4？;Ⅸ-3,37；Ⅸ-20,2早47;X‐
黒部峡谷黒部湖
COLLETIDAE
l,CO"eresにo"ereSﾉy“"碗α”Hirashimaetlkudome
l3早53:Ⅶ-14,53;Ⅷ-25,4早;Ⅸ-14,9早
2砂me"s(Ⅳとso妙me"Jノ〃堰eγBridwell
l9早43:Ⅵ-12,2J;Ⅶ-14,l早;Ⅷ-25,11早1J;Ⅸ-14,7早13．
3.砂ﾉαe"s(Par‘Zgjα”pαγ”"bγ脚jslkudome
l早1J:Ⅶ-14,1早13．
4町/αe"s（Pγ“Qp瑚加o""“/αBridwell
2早7J:Ⅵ-12,1J；Ⅶ-14,2早6c7．
5．町/αe"s（ProsQpjSノs"6脚o""CO/αIkudome
2早:Ⅷ-25,2早．
HALICTIDAE
6.L“jogﾉ“s"加仏asjog/o“""リexj"c“3（Vachal）
50早143:V-22,20早;Ⅵ-12,17早;Ⅷ-25,6J;Ⅸ-14,8早7ケ;X-9,5早13．
7.Lasjog/“s"加仏“jog/“s""リルα'碗α"成（Vachal）
15早5ケ:Ⅵ-12,3早うⅦ-14,9早ﾗⅧ-25,3J;Ⅸ-14,1早13;X-9,2早1硯
8.Lasjog/o“"加伍”/αe"Sノα/6噸esFabricius
l早:Ⅶ-14,1早．
9.L“jog/OSS"加伍”"e"Sノα"o”/""EbmeretSakagaml
2早:Ⅵ-12,2早．
10.L“jog/“”〃極り/αe"sノqp'js如加（Vachal）
1早:V-22,1早．
11.L“jog/OSS"加伍y〕ﾉﾉαe"Sノ6αﾉejc"碗（Cockerell）
78早8c7:V-22,5早;Ⅵ-12,l早;Ⅶ-14,67早33;Ⅷ-25,2早4J；Ⅸ-14,3早l訊
12.L“jog/“s"脚極りme"Sノcα/Ceα"碗（Scopoli）
3早63:V-22,l早;Ⅶ-14,2早；Ⅷ-25,1ぷぅⅨ-14,4J;X-9,13.
13.Lasjogﾉ“s"加伍yyﾉαe"Sノ〃”o"e"se（Hirashima）
8早15J:V-22,1早;Ⅵ-12,6早；Ⅷ-25,1早5J;Ⅸ-14,6c?ﾗX-9,4c7．
l4L“jog/OSS"加伍”/αe"Sﾉpro6ﾉe耐α"c"碗（Bluthgen）
41早51J:V-22,13早;Ⅵ-12,16早;Ⅶ-14,10早13；Ⅷ-25,2早l4c?;Ⅸ-14,21ケ;X-9,153.
15.“sjogﾉo“"加伍1〃ﾉαe"Sノ〃j”"e（Vachal）
9早33:V-22,l早;Ⅵ-12,4早;Ⅶ-14,1早；Ⅷ-25,1早13;Ⅸ-14,2早23．
?』
富山県山地帯におけるハナバチ相の生態的調査
16.Lasjog/“s"加伍yy/αe”v”‘たg/α"c""EbmeretSakagamI
l8早1J：V-22,5早;Ⅵ-12,8早；Ⅶ-14,4早;X-9,1早l＆
'7.Lasjog/OSS"加伍”/αe”v"ん"脚（Vachal）
25c?:Ⅷ-25,153;Ⅸ-14,10c7.
18.L“Iog/o”"加伍”/αe"＆ノz""αgaSakagamietTadauchi
l5早13:Ⅵ-12,1O早；Ⅶ-14,4早うⅧ-25,1J;X-9,1早
19.Lasjog/o“"加伍W/αe"Sノsp3
1早4J:V-22,1早;Ⅸ-14,43.
20.L“jog/o“"加伍W/αe似旦ノsp4
11早63:V-22,2早;Ⅵ-12,5早;Ⅶ-14,1早うⅧ-25,2早4c7;Ⅸ_14,1早2哉
21助ﾙecodｾsルα"e血jTsuneki
l3:Ⅷ-25,13.
22.助heco火skoj舵"sjsTsuneki
l早:Ⅷ-25,1早．
23.助ﾙeco昨s胴"r〃Tsuneki
l3:Ⅸ-14,13.
24助heco火ss"/c舵γαTsuneki
3早6c7:V-22,1早;Ⅵ-12,1早:Ⅷ-25,1早63．
ANDRENIDAE
25.』"のe"α“"のe"のbreWﾙ""“QpaHirashima
3早:V-22,2早;Ⅵ_12,1早．
26.4"のe"α“"〃e"αノjsﾙjﾙα'mHirashima
lJ:Ⅸ-14,13.
27J"”e"α似"”e"‘Iノ〃α"ke"”Matsumura
l早lc7:V-22,1早lc?、
28.4"”e"α似"”e"αノ”kagα”jTadauchi，HirashimaetMatsumura
l早:V-22,1早．
29.』"のe"αに"e””"”e"‘リノ昨""c"/αrase"eaolw加Hirashima
l早:Ⅷ-25,1早．
3QA"”e"α値"α"‘かe"の′‘城cr"s′α〃c'"sHirashima
2早:V-22,2早．
3L4"”e"α値"α"”e"のrα”c方j方ojHirashima
l早2c?:Ⅶ-14,l早'ケラⅧ-25,1c7.
32.4"‘かe"α値"α"”e"のrogas方〃TadauchietHirashima
2早:Ⅷ-25,2早．
33.4"‘かe"a（"ひp/α"”e"αノ脚〃α"'oroiHirashima
3早23:V-22,l早;Ⅵ-12,l早；Ⅷ-25,1早13うⅨ-14,1硯
344"”e"αイMIC'α"”e"‘I）”6OpacaNvlander
2早13:V-22,13;Ⅶ-14,2早．
35』"‘かe"αのreo〃e"“αノkα”たoc〃α"αHirashima
45早17c?:Ⅶ-14,1早13毎皿-25,37早43；Ⅸ-14,7早．
36A"”e"a（乃e"jα"”e"αノezoe"sjsHirashima
l早2ケ:Ⅶ-14,1早2c7．
MEGACHILIDAE
37.A化gac方"e／噌加seca（Kirby）
3J:Ⅷ-25,33.
??』
根来尚
38.Mｾgacﾙ"eFe脚orα”たαgα版〃HirashimaetMaeta
l早:Ⅸ-14,1早．
39.Megach"er”γ"ge"”sCockerell
l早2c7:Ⅶ-14,1早23.
40.Mｾgacﾙ"ewj"o"g〃6j”α加冴"αk“αjHirashimaetMaeta
l早:V-22,1早．
4LOsmjacor"流o"s（Radoszkowski）
2早:V-22,2早．
ANTHOPHORIDAE
42.Ⅳり加鰹わe”k〃YasumatsuetHirashima
l2早:V-22,5早うⅥ-12,7早．
43.ⅣO脚αf九Jj“jk〃Yasumatsu
4早lc?:Ⅶ-14,l早；Ⅷ-25,3早13.
44Ⅳひmα血ro6e"eo"α"ααj"oTsuneki
l早:V-22,1竿
45C"α""αにe'α""αノesα"jYasumatsuetHirashima
4早:Ⅵ-12,2早;Ⅷ-25,1早;Ⅸ-14,1早．
46.Ce『α""αにera""αノ碗egas"g碗araYasumatsuetHirashima
ll早23:V-22,1早13;Ⅵ-12,2早lc3うⅧ-25,4早;Ⅸ-14,4早．
47必'/ocQpα‘Zppe"仇c"/"αc"c"碗vo/α"sSmith
lc?:V－22，13．
APIDAE
48Bo脚6"S(BO加加リノ”oc'"α〃poc,〃P6rez
7早6？53:V-22,5早;Ⅵ-12,2早lf；Ⅷ-25,47;Ⅸ-14,1753.
49βO脚6"sのjve芯o6o脚6"Sノdive応"s戒ye応"sSmith
672c?:Ⅷ-25,47;Ⅸ-14,l71c7;X－9，171J．
50βO脚6“（孔化gα加加6"JノCO"so6"""swj"e"6"堰jVogt
5？23:Ⅵ-12,17ぅⅧ-25,3？;Ⅸ-14,172ケ．
51βO脚6“（PWC加加6"Sノ”火"8α『た"sSmith
47:V-22,2？ﾗⅥ_12,2？、
52.Bo腕6"s(PWo6o碗6"Sノbeα"CO/αbeα"CO/a（Tkalci）
1早19？63:Ⅶ-14,1早5？うⅧ-25,6？2J；Ⅸ-14,8743.
53Bom6"sのo'αCO加加6"Sノルo"s〃"e"”（Tkalci）
5早247lOc7:V-22,1早うⅥ-12,3早；Ⅶ-14,47;Ⅷ-25,1早17773;Ⅸ-14,1？33;X-9,2？
54蹄"んW"sのoγαCO加加6”〃oﾉ歳veglc"s〃Ippo"jc"s（Yasumatsu）
53:Ⅸ-14,5J．
立山弘法
COLLETIDAE
LCo"eresにo"ereSノba6ajHirashimaetTadauchi
23:Ⅷ-19,23.
2.町/αe"sβVをsOpγ“QpjSノg/o6"ﾉα（Vachal）
1早IC?;Ⅷ-11,1早13．
3.HWae"s（PγosQpjSノ碗o""CO/αBridwell
3早1ケ:Ⅶ-22,1早13;Ⅷ-19,2早．
4町/αe"S(P『“Qp”s"6碗o""comIkudome
6蔭
富山県山地帯におけるハナバチ相の生態的調査
l早:Ⅸ-10,1早
HALICTIDAE
うL“iog/o“"加仏“jog/o”z""ノex"jceps（Vachal）
46早37J:Ⅵ-7,1l早;Ⅵ-17,2早;Ⅶ-1,12早；Ⅷ-11,2早;Ⅷ-19,1c訂;Ⅸ-10,4早93うⅨ-25,15早273.
6Lasjog/OSS"加仏asjog/o”""リルα""α"碗（Vachal）
129早141J:Ⅵ-7,3早；Ⅵ-17,1O早；Ⅶ-1,1s早；Ⅶ-22,15竿ﾗⅧ-11,27早l6cﾀﾗⅧ-19,7早lずうⅨ-10,11早653；Ⅸ-25,41早41硯
7Lqsjog/“s""’仏asjog/OSS""リ〃”o"jco/αSakagamietTadauchi
l早:Ⅶ-1,1早．
8Lasjog/o”z'"’仏as/og/o“""1ﾉp,ox""α""〃（Smith）
l早:Ⅶ-1,1鼎
9.Lasjog/OSS"加伍W/αe"Sノ“'7”′脚（Vachal）
27早3ケ:Ⅵ-17,2早うⅦ-1,l早;Ⅷ-11,14早§Ⅷ-19,9早;Ⅸ-10,1ざ'；Ⅸ-25,1早2c?．
10.Lasjog/o“l"”値W/αe"sノ6α/e/c""’（Cockerell）
17早2c?:V-18,l早；Ⅵ-7,3早;Ⅵ-17,4早;Ⅶ-1,3早ﾗⅧ-11,l早；Ⅷ-19,3早；Ⅸ－10，l早;Ⅸ-25,1早23．
11L“/og/“”加伍W/αe"Sノcα/““""7（Scopoli）
29早34J:Ⅵ-7,4早うⅥ-17,4早;Ⅶ-1,3早;Ⅶ-22,5早;Ⅷ-11,2早;Ⅷ-19,2c7；Ⅸ-10,4早19J;Ⅸ-25,7早13ケ．
12Lasjog/o“"加伍Wme"Sノ“ﾌﾉex（DaⅡaTorre）
1早:Ⅸ-25,1早．
13L“jog/OSS"加伍W/αe"Sノ〃”o"e"se（Hirashima）
44早l91c7:Ⅵ-7,5早;Ⅶ-1,25早lゲラⅦ-22,8早Ⅷ-11,1早3ケ;Ⅷ-19,28ケタⅨ-10,1073ﾗⅨ-25,5早51ケラX-3,13.
14L“jog/“s,"獅伍W/αe”pro〃e師α"c""’（Bluthgen）
339早185J:V-18,24早;Ⅵ-7,99早ぅⅥ-17,37早；Ⅶ-1,73早;Ⅶ-22,17早ﾗVⅢ-11,26早33J;Ⅷ-19,18早173；Ⅸ-10,20早82＆
Ⅸ-25,25早53ca
l5.L“jOg/“”"’／EW/αe"S)Sめ"jαα"”（Bluthgen）
1早:Ⅷ-11,1鼎
l6L“jog/OSS""’伍Vy/αe"Sノ〃”加e（Vachal）
5早:Ⅶ-1,3早;Ⅸ-25,2早．
17.LasjogﾉOSS"加伍Vy/αe"Sノv加咋g/α"c"碗EbmeretSakagaml
56早:V-18,6早;Ⅵ-7,20早；Ⅵ-17,5早；Ⅶ-1,1l早；Ⅶ-22,6早;Ⅷ-11,l早;Ⅷ-19,l早;Ⅸ-10,1早うⅨ-25,5早．
l8Lasjog/o“""’伍W/αe"Sノz""αgaSakagamietTadauchi
47早7c7:Ⅵ-7,18早；Ⅵ-17,11早うⅦ-1,10早うⅦ-22,l早；Ⅷ-11,1早2J;Ⅵ1-19,5早lc?;Ⅸ-10,33;Ⅸ-25,1早13．
l9Lasjog/o”""’伍沙/αe"JソsP4
112早59c?:V-18,5早;Ⅵ-7,20早;Ⅵ-17,18早；Ⅶ-1,22早ﾗⅦ-22,14早;Ⅷ-11,2早うⅨ-10,11早31ケラⅨ-25,20早28c7．
20助ﾙeco昨ss"/c旅'･aTsuneki
3早2ケ:Ⅸ-10,1早13；Ⅸ-25,2早13．
ANDRENIDAE
2L4"”e"α似"”e"の“αk〃Hirashima
l早:Ⅵ-17,1早
224"鋤℃"α似"”e"〃is〃ﾙ”αノHirashima
ll早:V-18,l早;Ⅷ-11,2早;Ⅸ-10,8早．
23.,4"”e"α似"”e"αノ／α”o"ICα”""zo"'eTadauchi，HirashimaetMatsumura
4早:Ⅵ-7,4早．
244"”e"α似"cかe"‘Iノ碗α"Ae"s/sMatsumura
l早:Ⅶ-1,1早
25.A”γe刀α“"”e"αノ”んα”StrandetYasumatsu
l早:Ⅵ-7,1早．
61
、
根来尚
26』"”e"α伍"α"”e"のﾉ"城c'"s′αがc""sHirashima
4早:V-18,2早;Ⅵ-7,2早．
27.A"”e"α値"α"”e"αノ／αkachiﾙojHirashima
4早63:Ⅷ-11,4早63.
284"”e"α伍"α"”e"αノ”eya碗α"αTamasawaetHirashima
l早:Ⅶ-22,1早．
29.4"”e"α値"α"”e"のrog“力〃TadauchietHirashima
ll早:Ⅷ-11,2早;Ⅷ-19,9早．
30.4"”e"α("｡p/α"”e"αノα"な"shj碗aeTadauchietHirashima
7早3ケ:V-18,2早lc?;Ⅵ-7,2c?．
3L4"”e"α(刀op/α"”e"‘Iノ此"rα/αSmith
l早13:V-18,1ケ;Ⅵ-17,1早．
32J"”e"α(fわpﾉα"”e“ノ脚"α"orojHirashima
l4早:Ⅶ-1,l早;Ⅷ-11,2早ぅⅧ-19,7早；Ⅸ-10,3早;Ⅸ-25,1早．
33.4"”e"a（Ze"cα"〃e"αノ〃ch”応jHirashima
5早13:Ⅶ－1，5早1ケ．
344"”e"a（M1〃α"”e"αノkagz4yaHirashima
2早:Ⅶ-22,2早．
35.4"”e"a（〃IC"α"”e“ノs"6QpacaNvlander
l6早lc?:Ⅵ-7,1早;Ⅵ-17,1早うⅦ-1,1早;Ⅶ-22,12早1J;Ⅷ-11,1早
36.4"‘かe"a（Oreo脚e/“αノ”加放oc〃iα"αHirashima
7早23:Ⅷ-19,4早13;Ⅸ-10,3早．
37.4"〃e"a（Oreo腕e"s”ノ版"α舵"sjsHirashima
4早:Ⅷ-11,l早;Ⅷ-19,3早．
MEGACHILIDAE
38Mｾgac力"eな”"ge"”Cockerell
l3:Ⅶ-1,1J、
39.0s”αrα”"sSmith
l2早:Ⅵ-7,1早；Ⅵ-17,11早．
ANTHOPHORIDAE
40.Ⅳひ碗α”“at〃YasumatsuetHirashima
l早:Ⅵ-17,1早．
41.Ⅳひ碗α”碗o"､ﾉ”"αTsuneki
23:Ⅵ-17,2c7.
42.Ce'α""αにera""〃碗egas"9脚αraYasumatsuetHirashima
l早33:Ⅵ-17,3J;Ⅸ-10,1早．
APIDAE
43Bo碗b"s（BO脚6"＆ノノリ聖'0cγ"αノリf,oc,〃P6rez
lcF2975ケラV-18,l早；Ⅵ-7,2？；Ⅵ-17,37;Ⅶ-1,7？うⅦ-22,8？；Ⅷ-11,3？Ⅶ-19,5？13ﾗⅨ-10,1？;Ⅸ-25,33うX-3,13
44βo加加sのかe芯O加加6"Sノcﾉjve函"S戒ve汚妬Smith
l40？3J:Ⅶ-1,69？;Ⅶ-22,207;Ⅷ-11,42？Ⅲ-19,67ﾗⅨ-25,1？33;X-3,27.
45βO脚6"s（ﾊ化gα加加6"SノCO"”〃j""swj"e"6"電jVogt
2早3071ケ:Ⅶ-1,2早16？；Ⅶ-22,10？;Ⅷ-11,4？；Ⅸ-25,1訊
46βo碗6"s(PWC加加6"Sノbeα"CO/αbeα"CO/a（Tkalci）
6早176？40J:V-18,2早;V1-7,3？；Ⅵ-17,1早7？うⅦ-1,2早2？;Ⅶ-22,277;Ⅷ-11,78？3cｱﾗⅧ-19,52？;Ⅸ－10，4720c?;Ⅸ-2
5J早3？l7c7．
?
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47βo"?"s（耐oraco加"z6”ho"sﾙ"e"”（Tkalci）
6早23？15ケ:Ⅵ_7,3早；Ⅶ_1,3早49うⅦ-22,4？;Ⅷ-11,8？ﾗⅧ-19,6？;Ⅸ－10，175J;Ⅸ-25,9ぷぅX-3,1ケ
48.PS"ﾉり"WS低'"αﾉとわ“s"hW"Sノ〃orveglc“〃Ippo"/c"s（Yasumatsu）
53:Ⅶ-22,4c?;Ⅸ-10,13.
以上のように美女平では6科12属78種1825個体、黒部湖では6科12属54種699個体、弘法では6科11属48種2138
個体、合計6科13属102種4662個体のハナバチが得られた。
表3採集結果
採集結果を各属ごとにまとめて表3に示す。
今回の調査結果の特徴は次のとおりである。
美女平
A・科のレベルでは，種類数ではHalictidaeが28種で
最も多く，続いてAndrenidaeが20種，Anthophoridae
が14種と優勢なグループであり，個体数では
Halictidaeが全採集個体数の578％，1054個体と最も多
く，ついで，16.3％のApidae，134％のAnthophoridae
と続く。Apidaeは種類数では7種と少ないが，個体数
では多く，Andrenidaeは種類数では多いが個体数は
8.5％と少ない。Colletidae，Megachilidaeともに種類
数．個体数とも少ない。
B属のレベルでは，種類数では23種のL“jog/“s"脚
が1位，19種の4"”e"αが2位であり，ついで10種の
jVひ'"α”’7種のBo碗6"sが続き，以上4属で76％の種
が含まれる。個体数ではL“jog/o“"碗が57％1040個
体と圧倒的に多く，ついでBo"'"sが163％，Ce'α""α
が12％と続く。以上の3属で85％の個体が含まれる。
』"”e"αは種類数は多いが，個体数は8％と少ない。
C，各種の個体数では，Lα〃”o"e"seが最も多く17
％を占め，ついでLα“γ“"碗が14％，α，〃zegα‐
”9脚“αが11％で続きこの3種で41％を占める。La
exj"ceps，Bo・伽ve応"s，Bo，ノ！"'ocr"αが6～7％で続き，
以上の6種で60％の個体が含まれる。
?
科・原
Co1letidaf
COﾉﾉete
Hy/aeu；
Halictida’
Las/og/ossun
S”ecodef
Andrenidae
And尼､a
Panuﾉg"74ﾉs
MegachilidaE
Megach"E
OS"7ハ
AnthophoridaE
Nomada
Ce陶加a
Xj"ocopa
ApidaE
Bo"7b“
PS肋yruS
言
美女平
種類数（％）個体数（％：
5(6.7）63(3.4
1(1.3）2(011
4(54）61(3.3
28(37.4）1054(57.8
23(30.7）1040(57.0
5(6.7）14(0.8
20(26.6）155(8.5
19(253）152(8.3
1(13）3(02
4(5.4）10(0
2(27）6(0.
2(2.7）4(0．
14(146）245(13..
10(133）25(13
3(4.0）218(120
1(13）2(0.1
7(9.3）298(16.3
7(9.3）298(16.3
78182（
黒部湖
種類数（％）個体数（％：
5(9.2）54(7．
1(18）18(2.
4(7.4）36(5．
19(35.2）404(57.8
15(278）392(56.1
4(74）12(1.71
12(22.2）88(12（
12(222）88(12（
5(9.2）10(1.4
4(7.4）8(1.1i
l(1.8）2(03
6(11.1）36(5.1：
3(5.6）18(2.6i
2(37）17(243
1(1.8）1(0.11
7(129）107(15.3；
6(11.1）102(14.3：
1(1.8）5(0.7：
5469
弘温
種類数（％）個体数（％）
4(84）9(0.隻
1(2.1）2(0.T
3(6.3）7(0.3
16(33.3）1519(71.a
15(31.2）1514(70.8：
1(21）5(0Z
17(354）108(5.1》
17(35.4）108(5.1》
2(42）13(0.6：
1(21）1(0.1：
1(21）12(0.丘
3(6.3）7(0.3
2(42）3(0.1）
1(21）4(0.2）
6(12.5）482(22.昼
5(10.4）477(22.3；
1(21）5(0.2
482131
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黒部湖
A，科のレベルでは，種類数ではHalictidaeが19種で
最も多く，続いてAndrenidaeが12種と優勢なグルー
プであり，Apidae7種，Anthophoridaeが6種と続く。
個体数ではHalictidaeが全採集個体数の57.8％，404個
体と最も多く，ついで153％のApidaelO7個体，
Andrenidaeが126％88個体である。Apidaeは種類数
では7種と少ないが，個体数では多く，Andrenidaeは
種類数では多いが個体数は少ない。Anthophoridaeは
6種36個体であり，ColletidaeとMegachilidaeは，種
類数はともに5種であるが個体数では54個体，10個体
とMegachilidaeはたいへん少ない。
B，属のレベルでは，種類数では15種のLasjog/“皿加
が1位，12種の4"”e"αが2位でこの2属で50％の種
が含まれ，6種のBO脚6"sが続き，以上3属で61％の
種が含まれる。個体数ではLasjog/OSS"脚が561％392
個体と圧倒的に多く，ついでBo,""sが143％102個
体，4"〃e"αが12.6％，88個体と続く。以上の3属で
833％の個体が含まれる。
c・各種の個体数では，Lap'℃6/e脚α"c"碗が最も多
く13.2％を占め，ついでLα、6α/ejc"腕が12.3％，Lα・
exj"cepsが92％で続きこの3種で346％を占める。』〃
kα胴ﾉﾙoc〃α"α8．9％，Bo・ルo"sﾙ"e"sjs5,6％，Ba
6eα"CO/αが3.7％で続き，以上の6種で528％の個体が
含まれる。
弘法
A，科のレベルでは，種類数ではAndrenidaeが17種
と最も多く，続いてHalictidaeが16種で優勢なグルー
プであり，Apidae6種と続く。個体数ではHalictidae
が全採集個体数の71.0％，1519個体と最も多く，つい
で22.5％のApidae482個体，Andrenidaeが51％108
個体である。Apidaeは種類数では6種と少ないが個
体数では多く，Andrenidaeは種類数では多いが比較的
個体数は少ない。Colletidaeは4種9個体，Antho‐
Phoridaeは3種7個体，Megachilidaeは2種13個体と
たいへん少ない。
B・属のレベルでは，種類数では17種の』"‘かe"αが1
位，15種のL“jog/“s"脚が2位でこの2属で667％の
種が含まれる。5種のBo碗6"sが続き，以上3属で
771％の種が含まれる。個体数ではLasjog/o“""'が
70.8％，1514個体と圧倒的に多く，ついでBO脚6"sが2
23％，477個体，4"”e"αが51％，108個体と続く。
以上の3属で98.2％の個体が含まれる。
C，各種の個体数では，Lap,o6/e",α"c"脚が最も多
く245％を占め，ついでLαルαr脚α"成が126％，Lα
"lppo"e"seが110％で続きこの3種で481％を占める。
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B0．6eα"CO/α10．4％，Z,α、sp、48．0％，Bo・的ve応"s6．7
％が続き以上の6種で731％の個体が含まれる。
3地点の比較
以下三ヶ所の比較を行う。
A・科のレベルでは，種数では，Halictidae，Andre‐
nidae（美女平，黒部湖）もしくはAndrenidae，Hali
ctidae（弘法）の順で多く他の科の種数は少なく（な
お，第3位は美女平ではAnthophoridae，黒部湖・弘
法ではApidae)，個体数では，3ケ所ともHalictidae
が圧倒的に多く，ついでApidae（第3位は美女平で
はAnthophoridae，黒部湖・弘法ではAndrenidae）の
順で他の科の種数は少ない。
B・属のレベルでは，種数では，美女平，黒部湖で
L“jog/･“",”が，弘法では4"”e"αが最も多く，次い
で美女平，黒部湖でA"”e"α，弘法ではLasjog/“s"脚
である。個体数では3ケ所ともにL“jog/o“""'が圧
倒的に多く，美女平ではB･加6"8，cere""α，黒部湖・
弘法ではβo"6"s，A"”e"αが次ぐ。
C，三ケ所であわせて102種のハナバチが記録された
が，それらのうち三ヶ所で共通する種は割合少なく23
種である。二ヶ所で共通する種は合わせて32種。一ヶ
所でのみ得られた種は47種である。
個体数の上位5種を比べると，三ヶ所で共通する種
は存在せず，美女平，黒部湖で共通する種はLa
ex"jcepsのみ，黒部湖，弘法で共通する種はLα・
pro6/e碗α"c"碗のみ，美女平，弘法で共通する種はLα
"”o"e"seのみである。
3ケ所共通で得られた種は以下の通りである。A紅
isﾙjﾙ”αj’4"．脚〃α〃oroj，A〃rakachjﾙoj，A"．rog“〃"，
Bo・beα"CO/α，Bo，CO"so〃加蝿，Bo・dive芯“，BQ
ﾙo"s力"e"”，Baノリf〕oc〃rα，ameg“"9脚α”〃y、
s"6脚o""CO/α，Lα・”〃師"胴，Lα、6α/ejc"脚，Lα，exj"c印ﾌs，
Lα・ルα""α"戒，Lα・〃”o"e"se，Lα，〆o6ﾉemα"c"”Lα，
"”j"e,Lav"j火g/α"c"”Laz""αgqA企.rsz"wge"s凪
M"・esaﾙ",卵.s"/c旅"α・これらの内Lα〃”o"e"se，
M".esak"等8種が山地でのみ，α〃'eg“"g'"α",Lα・
叩"'”"”等7種が低山地と共通，』〃isﾙj力α"αj，Ba
co"so6"""S，Babeα"CO/α3種が亜高山と共通，4〃
/α〃αc/,/加j，Baノリf〕oc,"α等4種が低山地・亜高山と
もに共通してみられる種であった。ハセ.応z"wge"”の
ようにより低地での分布が主である種もあるが，上記
の種の多くは今回の調査で個体数も多く得られており，
富山県の山地のハナバチ相の主要部分を形作りまた代
表するものであろう。
美女平と黒部湖の共通種は11種で，Bo．”火"s，α
e”k",A"・加"α舵"”のように平地・丘陵地から山地
富山県山地帯におけるハナバチ相の生態的調査
にもしくは低山地と共通に見られる種が多く，美女平
と弘法の共通種は13種で．』凡〃7"αke"s心CQ6ab“
Lα‘血pﾉexのように低山地から山地まで見られる種が
多く，黒部湖と弘法の共通種は8種で，4〃
kα""たoc"α"α，Lacα/Ceα"",,のように亜高山・高山と
の共通種が多い。
美女平のみで得られた種は31種で，A〃〃α“/cae
La6/αck趣o"jのように丘陵地・低山地から山地に見
られる種がほとんどで，黒部湖のみで得られた種は12
種で，4"．e”e"”,』〃Jakagα”/,Lααあや“のよう
に少数個体が山地のみに見られる種が多く，弘法のみ
で得られた種は4種で，4〃／"eyq,"α"α’4"・先師α/α
のように山地から亜高山もしくは高山までも見られる
種が含まれる。
以上の様に美女平ではより低山地的なハナバチ類の
割合が多く，黒部湖・弘法ではより亜高山～高山的な
ハナバチ類の割合が多く，また，黒部湖では山地のみ
で見られる種の割合が高い。
今回報告の三ヶ所は標高の差が有り，美女平，黒部
湖，弘法と高くなってゆき（黒部湖と弘法は近いが)，
また，黒部湖は峡谷中にあり他の2箇所は台地上であ
り，今回の上記のような結果は，そのような環境によ
るところが大きいものと考えられる。
2．季節的消長
図2にハナバチの季節消長を示した。
美女平
種類数．個体数ともに初夏6月に最大のピークがあ
り，夏，秋と3つのピークが認められる。種類数では，
初夏のピークから秋にむかって徐々に減少するが，夏，
秋と小さなピークがあらわれる。個体数では，夏のピー
クは初夏とほぼ同様に多いが秋は少なくなる。
種類数．個体数ともに，Halictidaeの消長と全体的
消長はほぼ平行しており，Halictidaeが全体的消長に
最も影響をもっている。Andrenidaeは，種類数．個体
数とも春から初夏に多く，夏，秋はごく少数となる。
Anthophoridaeは，種類数．個体数ともに初夏に多少
増加するが全般的にあまり変動はない。Apidaeは
種類数では全般的に変動は少なく，個体数では初夏と
秋に多くなる。
優勢な上位5種の季節消長もあわせて示した。
黒部湖
個体数では8月にピークがある。種類数でも8月に
ピークがあるが5月にも多く見られる。
種類数．個体数ともに多いHalictidaeは各月ともほ
ぼ10種程度で変動が少なく，個体数では7月にピーク
がある。Andrenidaeは，種類数は初夏と盛夏に多く個
体数は盛夏に多く初夏・秋はごく少数となる。Apidae
は働き蜂の多くなる盛夏以降に多くなる。全体とし
ての個体数の8月のピー クは，AndrenidaeとApidae
の8月の増加に拠っている。
弘法
種類数では夏季に多少多くなるが，全般的に20種前
後の種が見られる。個体数では7．8月に小さな9月
大きなにピークがあり，9月の個体数が最も多い。
種類数・個体数ともに多いHalictidaeでは，種類数
は全般的に10種前後であまり変化は無いが個体数では
9月にたいへん多くなる。これは雄個体が多数得られ
たことによる。Apidaeは働き蜂が多くなる7．8月
に多くなる。Halictidaeの消長と全体的消長はほぼ平
行しており，Halictidaeが全体的消長に最も影響をもっ
ている。優勢な上位3種の季節消長もあわせて示した。
3地点の比較
美女平と他の2カ所とでは，季節消長に違いが見ら
れる。美女平では，丘陵地・低山的であるが，弘法で
は，亜高山的であり，黒部湖では月に1回の調査なの
で判断は難しいが，どちらかと言えば弘法に近いと思
われる。
3．訪花'性
美女平
訪花植物を各科にまとめたものを表4に示す。調査
期間中ハナバチの訪花をうけた植物は24科59種である。
そのうちハナバチの訪花が最も多いのはキク科植物で
全採集ハナバチ個体数の35％が得られている。ついで
スイカズラ科が多く12％で，この2科で47％になる。
ついで9％のユキノシタ科，6％のバラ科，4％のシソ科
と続く。キク科は種類数が多く，開花期間が長く開花
面積が大きいことが訪花ハナバチ個体の多い要因のひ
とつであろう。
マメ科は平地から低山地では多くの種や個体を集め
ているが，当所ではともに少なかった。バラ科は，平
地や丘陵地では訪花植物数の割には訪花ハナバチは少
ないが，当所では種，個体数ともに多かった。最も多
くの訪花個体が得られた植物はスイカズラ科のタニウ
ツギで，採集ハナバチ個体数の12％，ついでキク科の
ニガナで10％が得られている。ユキノシタ科のトリア
シショウマが7％，キク科のコウゾリナ・バラ科のナ
ナカマドが4％と続いている。ハナバチ各科ごとにみ
ると，Halictidaeでは個体数でキク科・ユキノシタ科・
スイカズラ科植物へ，種類数でキク科・スイカズラ科・
シソ科への訪花が多く，Andrenidaeでは個体数．種類
数ともバラ科・キク科への訪花が多い。Anthophoridae・
Apidaeでは個体数種類数ともキク科・スイカズラ科
?
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のはより高地的である。
弘法
訪花植物を各科にまとめたものを表4に示す。調査
期間中ハナバチの訪花をうけた植物は24科66種である。
そのうちハナバチの訪花が最も多いのはキク科植物で
全採集ハナバチ個体数の56％が得られている。ついで
ツツジ科が多く10％で，この2科で76％になる。つい
で7％のスイカズラ科，6％のバラ科，4％のユキノ
シタ科と続く。シーズンを通じてキク科が主要な訪花
対壷象となり，加えてツツジ科が主要な科となっている。
シーズン前半ではバラ科が，後半ではユキノシタ科が
それに加わる。また，5月中旬にはヤナギ科（バッコ
ヤナギ）が多くの個体を集め，6月中旬にはイワウメ
科（イワカガミ）が多くの個体を集め，7月上旬には
スイカズラ科（タニウツギ）が多くの個体を集めた。
最も多くの訪花個体が得られた植物はキク科のゴマ
ナで，採集ハナバチ個体数の12％，ついでキク科のノ
コンギクで8％が得られている。スイカズラ科のタニ
ウツギが7％，キク科のニガナが6％，キク科のアキ
ノキリンソウ6％，秋のアザミ類6％，キク科コウゾ
リナ，ツツジ科ホツツジが5％と続いている。
ハナバチ各科ごとにみると，Halictidaeでは個体数
でキク科が圧倒的に多く，およびバラ科・ツツジ科・
スイカズラ科植物へ，種類数でキク科・バラ科および
スイカズラ科・ツツジ科への訪花が多く，Andrenidae
では個体数．種類数ともセリ科・キク科・ユキノシタ
科への訪花が多い。Apidaeでは個体数ではキク科・
スイカズラ科・ツツジ科・バラ科が多い。
キク科，スイカズラ科，ユキノシタ科への訪花が多
が多い。Colletidaeでは個体数でユキノシタ科が多い
傾向がみられる。
キク科，スイカズラ科，ユキノシタ科，シソ科への
訪花が多いのは低山地と共通するが，バラ科が多いの
はより高地的である。
黒部湖
訪花植物を各科にまとめたものを表4に示す。調査
期間中ハナバチの訪花をうけた植物は18科43種である。
そのうちハナバチの訪花が最も多いのはキク科植物で
全採集ハナバチ個体数の36％が得られている。ついで
バラ科が多く15％で，この2科で51％になる。ついで
10％のシソ科，8％のスイカズラ科と続く。キク科・
バラ科はともに種類数が多く，シーズン後半ではキク
科，前半はバラ科が主要な科となっている。
スイカズラ科は6月にタニウツギが，シソ科は8月
にテンニンソウが多くの個体を集めたことによる。
最も多くの訪花個体が得られた植物はキク科のノコ
ンギクで，採集ハナバチ個体数の15％，ついでシソ科
のテンニンソウで9％が得られている。スイカズラ科
のタニウツギ・バラ科のヤマブキショウマがが7％，
キク科のゴマナが5％と続いている。
ハナバチ各科ごとにみると，Halictidaeでは個体数
種数ともキク科・バラ科・スイカズラ科植物への訪
花が多く，Andrenidaeでは個体数ではキク，タデ，シ
ソ科，種類数ではバラ科・キク科への訪花が多い。
Apidaeでは個体数種類数ともシソ科・キク科が多い。
Colletidaeではキク科が多い傾向がみられる。
キク科，スイカズラ科，シソ科への訪花が多いのは
低山地と共通するが，バラ科，ゴマノハグサ科が多い
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表4各調査地における各科ごとの訪花個体数と種数
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いのは低山地と共通するが，ツツジ科，バラ科が多い
のはより高地的である。
3地点の比較
上位5位までにはいる科で三ヶ所で共通する科は，
キク科（三ヶ所とも1位)，バラ科，スイカズラ科で
あり，多くの種類・個体数を集め，またシソ科，ユキ
ノシタ科も比較的多くの種類・個体数を集めた。また，
黒部湖ではゴマノハグサ科，弘法ではツツジ科が多く
の種類・個体数を集めた。
キク科，スイカズラ科，ユキノシタ科，シソ科への
訪花が多いのは低山地と共通するが，バラ科，ツツジ
科，ゴマノハグサ科が多いのはより高地的である。こ
の点からみても，美女平，黒部湖，弘法の標高順に低
山地的様相から亜高山的様相になっていくことが分か
る。
個体数においては3ヶ所ともコハナバチ科が優勢で
あった。種数においては，弘法ではヒメハナバチ科か
優勢であったが，美女平・黒部湖ではコハナバチ科が
優勢であった。
3ヶ所とも，キク科植物花上で得られた個体数が最
も多く，次いで美女平ではスイカズラ科，黒部湖では
バラ科，弘法ではツツジ科が多かった。
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